
自立支援・重度化防止に資する
薬学的栄養ケアサポート

代表取締役 佐竹 晃典
～栄養ケアサポート薬局の活用～

≪地域包括支援センター・ケアマネジャー（提供用）≫



自立支援・重度化防止に資する薬学的栄養ケアサポートとは…

■ 自立支援を阻害する要因を追求

■ 医療との連携

栄養ケアサポート薬局による薬学的栄養ケアサポートは、高齢者の低栄養要因（薬の有害事象、
潜在性疾患、口腔機能異常、精神的要因/認知症・鬱、社会的要因）を多職種協働で、探求し、
食力の維持・改善策を講じ、高齢者の免疫力/抵抗力の向上に努めます。

■ 多職種協働による協議

自立支援に不可欠であるADL（日常生活動作）及びIADL（手段的日常生活動作）を阻害する
要因に、身体機能と認知機能の低下と精神面・社会環境の影響があり、すべて「低栄養」と関
連性があることから、低栄養要因を追求することが、自立支援を阻害する要因の追求となり、
ADL・IADLの維持向上へとつながります。

栄養ケアサポート薬局は、要支援・要介護状態の軽減又は悪化の防止に資するため、医療（病
院・診療症・歯科診療所）と連携し、自立支援を阻害する要因（低栄養）を追求、改善に務めます。

■ インフォーマルサービスの活用

栄養ケアサポート薬局の薬学的栄養ケアサポートは、処方箋応需により薬局が担う「薬学管理」
の一環で実施されますので、介護保険を適用しない「インフォーマルサービス」として、ｌご利用で
きます。また、薬学的栄養ケアサポート費用は、薬学管理指導料に包括しますので、新たな費用
負担が発生しません。自立支援・重度化防止に資する究極のインフォーマルサービスと言えます。

日常生活動作（ADL）の低下

活動性の低下
社会参加の機会の減少

閉じこもり

心身機能の低下

役割や生き甲斐の喪失

■ 地域課題発見・解決策の検討

栄養ケアサポート薬局は、医療・福祉関係者のみならず、「低栄養予防（フレイル対策）」で、異業
種（食品企業・量販店・小売店・コンビニエンスストア・商店街・食品卸・配食サービス・給食事業
者・生産農家）と連携してますので、地域課題発見・解決策の検討時に機能します。



自立支援・重度化防止に資する“地域ケア会議”

◆多職種協働による協議 ◆自立を阻害する要因の追求 ◆医療との連携
◆インフォーマルサービスの活用 ◆地域課題発見・解決策の検討 ◆参加者のOJT

ケアプランの実行・評価・見直し

高齢者のQOLの向上



具体的事例（地域ケア会議で検討したプラン）

利用者の状態 ： 生活の不活化により下肢機能の低下が顕著（要支援２）
利用者の課題 ： 入浴ができない（入浴できるようになる余地あり）
認定期間 ： 6カ月

◆要介護度の改善 ◆自立した生活





医師 歯科医師

栄養ケアサポート薬局

栄養ケアサポート薬局の多職種連携による低栄養予防



低栄養の要因となる
薬剤性有害事象を回避

連
絡

薬学的ケア（低栄養チェック）により、患者の不利益（副作用、相互作用、低栄養）を回避します

栄養ケアサポート薬局は、薬学的ケアによる低栄養チェックを
実践して、患者の不利益（副作用、相互作用、治療効果不十分
など）を回避・軽減に努めます。
（高齢者の食欲不振/低栄養を惹起させる薬物療法を回避）

患者情報
・薬歴
・検査結果
・カルテ記録 etc…

減薬・変薬
(処方提案）

処方支援

調 剤
疑義紹介
服薬指導

副作用の重篤化

副作用の
重篤化の回避

予測可能な
副作用の回避

栄養ケアサポート薬局

低栄養チェック
（栄養ケア支援システム）

低栄養
チェック

低栄養
チェック



高齢者が低栄養になると、体力・免疫力・抵抗
力が下がり、要介護リスクが高まります。
また、低栄養状態で、体操を行うと、サルコペ
ニアを惹起し筋肉量が減弱する恐れがあります
ので、体操の前には、低栄養チェックして、低栄
養リスクのある方は、低栄養要因を改善し、エネ
ルギー・タンパク質をしっかり摂って、体操を行
いましょう！

低栄養チェック

多職種による低栄養原因の探求→処置

エネルギー・タンパク質の摂取

いきいき百歳体操

健康寿命の延伸

医療費適正化

農産品の消費拡大

栄養ケアサポート薬局（薬剤師）
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低栄養予防といきいき
百歳体操を実施した
高齢者の場合

低栄養/フレイル状態の
高齢者

低栄養予防で防災体力の向上をはかる

“防災体力”の差で…

防災体力が無い
高齢者



《栄養ケアサポート薬局の仲介・紹介に関するお問合せ》
一般社団法人在宅栄養ケア推進基金

☎088‐802‐5377 Fax088‐821‐9641


